
◎
論

説「
行

っ
て
来

ま

す

」

か
ら
想
う

こ
と

王

硯

農

・
・
…

日
本
人
は
外
出
す
る
時
に
、
い
つ
も
家
の
人
に
対
し
て

「行

っ
て

来
ま
す
」

と
言
う
。
最
初
は
こ
れ
を
特
に
注
意
し
て
考
え
ず
、
た
だ

単
に

"我
走
了
"
の
意
味
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
あ
る
時
ふ
と
、

こ
の
言

い
回
し
は
少

々
奇
妙
で
あ

る
こ
と
に
気
付

い
た
が
、
何
故

"去
"
と

"来
"
と

い
う
方
向
の
相
反
す
る
二
つ
の
語
を

一
緒
に
置

く
の
か
は

っ
き
り
し
な
か

っ
た
。
後
に
な

っ
て
文
法
書
か
ら
解
答
を

得
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
元
々

"去
"
と

"来
"
は
前
後

に
発
生
す

る
二
つ
の
動
作
で
あ
り
、
中
国
語
の

"我
去
去
就
来
"
あ

る
い
は

"我
走
了
、

一
会
几
逐
回
来
"
な
ど
の
意
味
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
「行

っ
て
来
ま
す
」
と
は
動
詞

「行
く
」
+

「
て
来
る
」

な
の
で
あ

る
。
日
本
語
の

「動
詞
+
て
く
る
/
い
く
」
は
、
こ
の
よ

う
な
慣
用
語
の
中
で
用
い
ら
れ
る
以
外
に
、
果
た
し
て
他

の
場
合
で

も
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
ら
は
、
ど
の
よ

う
な
意
味
を
表
す

の
で
あ
ろ
う
か
。

く
も
の
と
す
る
。

1

そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
し
て
み
て
い

動
詞
十
て
く

る
/

い
く

ω

動
作
の
順
序
を
表
す

こ
の
文
型
の
中
に
は
二
つ
の
動
詞
が
あ
り
、
前
の
動
詞
は
行
為
を

表
す
動
詞
で
あ
り
、
後

の
動
詞

"く
る
"
と

"
い
く
"
は

"来
"
と

"去
"
の
本
来
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
動
詞

で
あ
る
。

二
つ
の
動
詞

の
関
係
は
対
等

で
あ
り
、
と
も
に
主
要
動
詞

で
あ
り
、

一
つ
の
動
作

の
発
生
が
先
で
、

一
つ
の
動
作
の
発
生
が
後

で
あ
り
、
順
次
発
生
す

る
二
つ
の
動
詞
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。

①

銀
行

へ
行

っ
て
お
金
を
預
け
て
来
ま
し
た
。
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(我
去
銀
行
存
銭
回
来
了
。
)

②

八
百
屋

へ
行

っ
て
野
菜
を
買

っ
て
来
ま
し
た
。

(我
去
菜
店
契
菜
回
来
了
。)

②

動
作
の
方
式
を
表
す

動
作

の
方
式
を
表
す
時
に
も
、
こ
の
種

の
文
型
を
用
い
る
こ
と
が

必
要
と

な
る
。
"
く
る
"
と

"
い
く
"
は
、
本
来
の
意
味
を
持

つ
動

詞
で
あ
り
、
具
体
的
に

"来
"、
"去
"
の
意
味
を
表
す
。
前
の
動
詞

は
や
は
り
行
為
を
表
す
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も

っ
て
そ
の
動
作

の
方
式
を
説
明
し
、
言

い
換
え
れ
ば

"急
広
来
的
"
あ
る
い
は

"急

広
去
的
"
な
の
で
あ
る
。
前
後
の
二
つ
の
動
作
は
同
時
に
発
生
す
る

も

の
で
あ
る
が
、
同
等
に
重
要
な
も

の
で
は
な
く
、
前
の
動
詞
は
後

の
動
詞

"来
"
あ
る
い
は

"去
"
の
性
質
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①

電
報
配
達
員
は
走

っ
て
来
ま
し
た
。

(送
屯
扱
的
鉋
着
来
了
。
)

②

彼
は
歩

い
て
行
き
ま
し
た
。

(他
走
着
来
了
。)

㈹

動
作
の
状
態
を
表
す

"来
"
あ
る
い
は

"去
"
が
出
現
す
る
時
に
、
"什
広
祥
子
"
あ
る

い
は

"
姪
在
什
広
状
恋
"
で
あ
る
か
を
説
明
し
た

い
時
に
も
、
こ
の

種
の
文

型
が
用

い
ら
れ
る
。
こ
の
時
の

"来
"
と

"去
"
は
や
は
り

本
来

の
意
味
を
持

つ
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
前

の
動
詞
は
行
為
を
表
す

動
詞
で
あ
り
、
二
つ
の
動
詞
は
同
時
に
発
生
す
る
も

の
で
あ
る
が
、

前
の
動
詞
は
後

の
動
詞

"来
"
あ
る

い
は

"去
"
の
働
き
を
描
写
す

る
の
で
あ
る
。

①

彼
女
は

一
束
の
花
を
持

っ
て
来
ま

し
た
。

(姫
手
里
掌
着

一
束
花
来
了
。
)

②

彼
は
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
を
か

つ
い
で
行
き
ま
し
た
。

(他
背
着
背
包
走
了
。
)

以
上
述
べ
た
三
種

の
文
は
中
国
語
の
連
動
式
文
と
似
た
面
が
あ
り
、

中
国
語
の
連
動
式
文
も
動
作

の
順
次
発
生
、
動
作
の
方
式
、
状
態
、

目
的
を
示
す
。
し
か
し
、
中
国
語
の
連
動
式
文

の
後

の
動
詞
は

"来
"

や

"去
"
に
限
ら
ず
、

一
般
の
動
作
を
表
す
動
詞
も
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

2

動
詞
十
て
く
る
/

い
く

こ
の
種
の
文
型
と
上
述
し
た
文
型
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。

"く
る
"、
"
い
く
"
は
変
わ
ら
ず
、
や
は
り

"本
意
動
詞
"
で
あ
る

が
、
そ
の
前
の
動
詞
は
行
為
を
表
す
動
詞
で
は
な
く
、
動
作
の
移
動

を
表
す
動
詞
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
種

の
文
型
は
空
間
に
お
け

る
動
作

の
移
動
の
方
向
を
表
す
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

①

父
は
ぐ

っ
た
り
し
て
家
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

(父
来
累
得
筋
疲
力
尽
地
回
家
来
了
。
)

②

新
幹
線
が
駅
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。

(新
干
銭
列
牟
遊
姑
来
了
。)

③

あ
の
ネ
ズ

ミ
が
穴
に
潜

っ
て
い
っ
た
。
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(
那

只

老

鼠

違

洞

里

去

了

。
)

④

犯

人

は

外

国

に
逃

げ

て

い

っ
た

。

(
犯

人

逃

到

外

国

去

了

。
)

こ

の
種

の
用

法

と

中

国

語

の

"
動

詞

+

来

"
、

"
動

詞

+
去

"

は

、

ほ

ぼ

同

じ

で
あ

る
。

こ

の
中

の

"来

"

と

"
去

"

は

前

の
動

詞

を

補

足

す

る

成

分

で

あ

り

、

"
補

語

"

を

な

し

、

具

体

的

に

は

"
単

純

方

向

補

語

"

と

い
わ

れ

る

。

"
来

"

あ

る

い
は

"去

"

が

表

す

も

の

は

"
人

"

あ

る

い
は

"
物

"

の
空

間

に

お

け

る

移

動

の

方

向

で

あ

り

、

"
来

"

は
立

脚

点

に
近

づ

く

こ
と

を

表

し

、

"
去

"

は

立

脚

点

か

ら

離

れ

て
別

の
方

向

へ
向

か

う

こ

と

を

表

す

。

"来

"

と

"
去

"

を

結

合

さ

せ

る

こ
と

が

で
き

る

動

詞

に

は

二
種

類

あ

る

。

ω

方

向

の
あ

る

動

詞

例

え

ば

"
上

"
、

"
下

"
、

"
遊

"
、

"
出

"
、

"
回

"
、

"
迂

"

"
起

"
、

"
升

"

な

ど

の
動

詞

は

、

そ

れ

自

身

の
方

向

が

非

常

に

は

っ
き

り

と

し

て

い
る

。

例

え

ば

"
上

"

は

低

い
と

こ

ろ

か

ら

高

い
と

こ

ろ

へ
の

方

向

で
あ

り

、

"
出

"

は

内

か

ら

外

へ
の

方

向

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

方

向

を

表

す

動

詞

+

"
来

"

あ

る

い
は

"
去

"

を

も

っ
て

、

明

確

な

方

向

の
み

な

ら

ず

、

は

っ
き

り

と

し

た

位

置

の
移

動

を

示

す

も

の
と

な

っ
て

い
る

。

①

他

下

来

了

。

(彼

は

降

り

て
き

ま

し

た

。
)

②

姫

違

去

了

。

(彼

女

は

入

っ
て

い
き

ま

し

た

。
)

①

の

"
下
"
と
②
の

"違
"
の
明
示
す
る
と
こ
ろ
は
、
と
も
に
動

作

の
方
向
で
あ
り
、
"来
"
と

"去
"
が
明
示
す
る
も
の
は

"下
"

と

"遊
"
の
位
置
の
移
動
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
二
つ
の
文
の

方
向
は
動
詞
と
補
語
に
よ

っ
て
共
に
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い

え
る
。
こ
の
よ
う
な
文
を
用

い
る
時
は
、
常

に
位
置
移
動

の
起
点
を

説
明
す
る
場
所
を
表
す
語
、

つ
ま
り

"杁
什

広
地
方
～
"
が
動
詞
の

前
に

一
緒
に
置
か
れ
て
用
い
ら
れ
る
。

①

他
杁
楼
上
下
来
了
。

(彼
は
階
上
か
ら
降
り
て
き
ま
し
た
。
)

②

地
杁
后
口
遊
去
了
。

(彼
女
は
裏
門
か
ら
入

っ
て
い
き
ま
し
た
)

②

方
向
が
な
く
、
移
動
で
き
る
動
詞

例
え
ば

"走
"
、
"鉋
"、
"瓢
"
、
"、
"
な

ど

①

一
只
小
狗
鉋
来
了
。

(
一
匹
の
小
さ

い
犬
が
走

っ
て
き
ま
し
た
。
)

②

几
弥
佳
単
向
逸
赴
瓢
去
。

(何
枚
か
の
ビ
ラ
が
遠

い
と
こ
ろ
に
漂

っ
て
い
き
ま
し
た
。
)

①

の

"鉋
"
と
②
の

"瓢
"
は
、
そ
れ
自
身
に
と
も
に
方
向
が
な

く
、
そ
の
位
置
移
動
の
方
向
は
後
の

"来
"
と

"去
"
に
よ

っ
て
決

定
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
文
を
用
い
る
時
も
、
常
に
位
置
移
動

の
起
点

で
あ
る

"杁
什
広
地
方
～
"
や
位
置
移
動
の
終
点
で
あ
る

"向
什
広

地
方
～
"
な
ど
の
介
詞
構
造
と
共
に
用

い
ら
れ
る
。
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㈹

方
向
が
な
く
、
移
動
も
で
き
な
い
動
詞

例
え
ば

"叉
"
、
"掌
"、
"帯
"、
"寄
"
、
"鉋
"、
"刮
"
な
ど
の
動

詞
に
は
方
向
が
な
く
、
動
作
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。
後
に

"来
"
あ

る
い
は

"去
"
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
の
動
作
の
位
置
移
動
を
さ
せ
、

同
時
に
方
向
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
よ
う
。

①

他
掌
来

一
本
小
悦
。

(彼
は

一
冊
の
小
説
を
持

っ
て
き
ま
し
た
。
)

②

姫
急
忙
鉋
去
升
口
。

(彼
女
は
急

い
で
駆
け
出
し
て
ド
ア
を
開
け
て
い
き
ま
し

た
。
)

③

忽
然
刮
来

一
股
冷
夙
。

(突
然
、
冷
た
い
風
が
さ

っ
と
吹

い
て
き
ま
し
た
。
)

④

我
給
姫
寄
去

一
張
賀
年
未
。

(私
は
彼
女
に

一
枚
の
年
賀
状
を
出
し
ま
し
た
。)

こ
の
文
章
の
動
詞
と
補
語
の
後
ろ
に
は
た

い
て
い

"了
"
も
し
く

は

"目
的
語
"
が
必
要
と
な
る
。

M

動
詞
十
動
作
の
方
向
を
含
む
動
詞

日
本
語
も
よ
く
こ
の
種

の
文
型
で
動
作
の
方
向
を
表
し
、
ま
た
こ

れ
ら
の
方
向
は
具
体
的
な
も
の
で
も
可
能
で
あ
り
、
抽
象
的
な
も
の

で
も
可
能
で
あ
る
。
常
用
さ
れ
る
も

の
を
以
下
に
い
く

つ
か
挙
げ
て

い
く
。

ω

下
↓
上

動
詞
+
あ
げ
る

あ
が
る

(2)

動

詞 上
+↓

お 下

ろ

す

 

お

り

る

お
と
す

お
ち
る

さ
げ
る

㈹

内
↓
外

動
詞
+
だ
す

で
る

ポ
ン
プ
で
水
を
押
し
あ
げ
る
。

(用
水
泉
把
水
抽
上
来
。
)

二
階

へ
駆
け
上
が
る
。

(往
楼
上
鉋
。)

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
荷
物
を
積
み
お
ろ
す
。

(夙
f
牟
上
把
行
李
卸
下
来
。
)

彼
は
坂
を
走

っ
て
降
り
て
き
た
。

(他
夙
山
坂
上
鉋
下
来
了
。)

釣
り
落
と
す
魚
は
大
き

い
。

(鉋
悼
的
色
都
是
大
的
。)

ベ
ッ
ト
か
ら
滑
り
落
ち
る
。

(杁
床
上
悼
下
来
了

。)

天
井
か
ら
ラ
ン
プ
を
吊
り
下
げ
る
。

(把
灯
杁
天
花
板
上

吊
下
来
。
)

図
書
館
で
論
文
に
必
要
な
参
考
書
を
探
し
出

し
た
。

(在
圏
弔
嬉
把
写
沿

文
需
要
的
参
考
毛
戎
出

来
了
。
)

庭

へ
椅
子
を
持
ち
出

し
た
。

(把
椅
子
搬
到
院
子
里
去
了
。
)
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(4)
動
詞

±

あ
る

タト

↓

内

 

こ

む
い
れ
る

こ

の
種

の
用

法

は

、

常

に

よ

く

似

て

い
る

と

い
え

る

。

詞

"
上

"
、

"
下

"
、

"
遊

"
、

"
来

"
、

"
去

"

を

組

み

合

わ

せ

て
構

成

さ

れ

る
も

の

で

あ

る

。

ば

、

前

述

し

た

"
上

"
、

"
去

"

は

位

置

の
移

動

を

表

し

、

を

表

す

と

と

も

に

、

ま

た

位

置

移

動

を

表

し

て

い
る

。

れ
と

比

べ
る

と

些

か
異

な

っ
て

い
る

。

う
す

"
、

〃
だ

す

"
、

〃
い
れ

る

"

し

か

し

そ

の

"
位

置

移

動

"
が

は

っ
き

り

と

示

さ

れ

る

も

の

で
な

く

、

前

後

の
文

脈

あ

る

い
は

言

葉

の

ニ

ュ

ア

ン

ス

に

よ

っ
て
見

い
だ

す

こ

と

が

で
き

る

の

で
あ

る

。

中

国

語

の
中

で
、

複

合

方

向

補

語

と

組

み
合

わ

す

こ
と

が

で
き

る

動

詞

は
以

下

の
三

種

類

が

あ

る

。

犯
人
を
閉
じ
こ
め
る
。

(把
犯
人
美
起
来
。
)

私
の
誕
生
日
に
、
父
は
大
き
な
荷
物
を
抱
え

込
ん
で
帰

っ
て
き
た
。

(我
生
日
那
天

父
来
抱
着

一
介
大
盒

子
回

来
了
。)

配
達
員
が
家

々
に
新
聞
を
投
げ
入
れ
て
い
く
。

(郎
通
員
把
扱
紙
分
送
到
各
家
。
)

中
国
語
の

"動
詞
+
復
合
方
向
補
語
"
に
非

複
合
方
向
補
語
は
方
向
を
表
す
動

〃出
"
、
〃回
"、
〃逆
"
、
〃起
"、
〃升
"
と

例
え

"
下
"
…
…
等
は
方
向
を
表
し
、
"来
"
、

両
者
が
結
び

つ
い
た
後
に
、
方
向

日
本
語
は
こ

日
本
語
の

"あ
げ
る
"
、
〃
お

は
、
そ
れ
自
身

に
方
向
が
あ
る
が
、

ω

そ

れ

自

身

に

動

作

の
方

向

を

含

む

動

詞

例

え

ば

、

"
姑

"
、

"
坐

"
、

"
升

"
、

"
降

"

な

ど

は

方

向

動

詞

で

は

な

い
が

、

そ

の
語

義

自

身

に
動

作

の
方

向

を

含

ん

で

お

り

、

誰

も

が

知

っ
て

い
る

よ

う

に

、

"
姑

"

は

"
杁

低

向

高

"

の

動

作

で

あ

り

、

"
坐

"

は

"
夙

上

向

下

"

の

動

作

で

あ

る

か

ら

で
あ

る

。

し

か

し

、

も

し

"
姑

"
や

"
坐

"

の
位

置

移

動

を

は

っ
き

り

と

言

お

う

す

れ

ば

、

そ

の
後

の
方

向

補

語

に

よ

っ
て
補

充

説

明

し

な

く

て

は

な

ら

ず

、

例

え

ば

"
姑

"

は

"
姑

起

来

"
、

"姑

迂

来

"
、

"
姑

迂

去

"
、

"
姑

回

去

"
、

"
姑

出

来

"

な

ど

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

の
他

の

い
く

つ

か

の

動

詞

も

同

じ

道

理

で
あ

る

。

②

移

動

す

る

こ
と

が

で
き

る

動

詞

例

え

ば

"走

"
、

"
胞

"
、

"
聴

"
、

"
瓢

"

な

ど

の
類

の

動

詞

は

移

動

す

る

こ
と

が

で

き

る

が

、

し

か

し

そ

の
方

向

は

不

明

確

で

あ

り

、
話

し
手

に
向

か
う

の
か

、

そ

れ

と

も

話

し

手

に
背

を

向

け

て

い

る

の

か

が

は

っ
き

り

し

な

い
。

も

し

は

っ
き

り

と

言

お

う

と

す

る

な

ら

ば

、

必

ず

そ

の
後

の

方

向

補

語

の
助

け

を

借

り

て

、

"
走

上

来

"

・
"
走

下

来

"

・
"
走

出

来

"
…

:
'、

"
蔑
上

来

"

・
"
曳

下

来

"

・
"
蔑
迂

来

"
…

・

と

い
う

よ

う

に

言

う

。

③

行

為

を

表

す

動

詞

〃
契

"
、

"
奨

"
、

〃
掌

"
、

〃
写

"

な

ど

の

類

の

動

詞

は

、

そ

れ

自

身

が

方

向

を

表

さ
ず

、

ま

た

位

置

移

動

も

で
き

ず

、

た

だ

方

向

補

語

に

よ

っ
て

の
み

そ

の
方

向

を

示
す

こ
と

が

で
き

る

。
例
え

ば

"
契
回

来

"

・

"
冥

回

去

"
…

…

、

"
掌

違

来

"

・

"傘

道

去

"

・

"
掌

出

来

"

…

…
。
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中
国
語
の
単
純
方
向
補
語
と
複
合
方
向
補
語
が
表
す
基
本
的
な
意

味
は
、
動
作
の
空
間
に
お
け
る
移
動
の
方
向
な
の
で
あ
る
。

4

動
詞
十
て
く

る
/

い
く

日
本
語
は

"く
る
"、
"
い
く
"
が
動
詞
を
補
助
す
る
も

の
と
し
て

扱
わ
れ

る
時
、
そ
の
表
す
意
味
は
、
空
間
に
お
け
る
方
向

の
移
動
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
間
の
面
や
心
理
状
態
の
面
に
お
け
る
移
り
変

り
も
表
す
。
凡
そ
移
動
す
る
こ
と
に
は
起
点

・
経
過

・
終
点
あ
る
い

は
延
長

が
あ
り
、
ま
た
起
点
か
ら
終
点
ま
で
い
き
な
り
到
達
す
る
も

の
で
も
な
く
、
長

い
も

の
で
あ
れ
短
い
も
の
で
あ
れ
全

て

一
つ
の
過

程
が
あ

る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
文
は
動
作
が
表
す
と
こ
ろ
の

各
段
階

お
よ
び
そ
れ
が
形
成
さ
れ
る
過
程
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
は
中
国
語
の

"動
詞
+
方
向
補
語
"
に
お

け
る
意
味
を
派
生
さ
せ
る
用
法
と
た

い
へ
ん
近

い
も

の
が
あ
る
。
方

向
補
語

に
よ

っ
て
派
生
し
た
意
味
は
た

い
へ
ん
多
く
、

ニ
ュ
ア
ン
ス

の
違

い
も
細
部
に
わ
た

っ
て
い
る
が
、
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
三
つ
の

類
別
に
他
な
ら
な
い
。

一
つ
は
方
向
を
表
す
も
の
、

一
つ
は
結
果
を

表
す
も

の
、

一
つ
は
状
態
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

中
国
語
も
日
本
語
と
同
じ
よ
う
に
、
時
間
や
心
理
状
態
な
ど

の
移

り
変
り
を
表
す
時
、
起
点

・
経
過

・
終
点
あ
る

い
は
延
長
の
い
く
つ

か
の
段
階
が
あ
る
が
、
日
本
語
と
比
べ
る
と
、
中
国
語
の
描
写
は
日

本
語
の
よ
う

に
そ
れ
ほ
ど
細
部

に
わ
た

っ
て

い
な

い
。
中
国
語
は

"
点

"

に

つ

い

て

述

べ

る

こ

と

が

多

く

、

"
点

"

と

"
点

"

の

間

の

"
過

程

"

に

つ

い

て

考

慮

す

る

こ

と

が

わ

り

と

少

な

く

、

ま

た

日

本

語

は

"
過

程

"

を

比

較

的

重

視

す

る
と

と

も

に
、

そ

の
叙

述

も

た

い

へ
ん

は

っ
き

り

と

し

て

い
る

。

以

下

に

ほ

ぼ

日
本

語

と

同

じ

い
く

つ

か

の
例

を

み

て

い
く

。

ω

動

作

の
開

始

を

表

す

①

耳

の
遠

い
人

が

聞

こ
え

て

き

ま

し

た

。

(耳

背

的

人

能

所

出

来

了

。
)

(
11

能

所

児

了

)

②

私

は

幾

度

も

繰

り

返

し

て

読

ん

で

、

や

っ
と

分

か

っ
て
き

ま

し

た

。

(我

反

夏

看

了
好

几

遍

オ

明

白

道

来

。
)

③

雨

が

降

っ
て
き

た

。

(
下

起

雨

来

了

。
)

④

小

雨

が

ぱ

ら

つ

い
て

き

た

。

(悼

起

雨

点

几

来

了

。
)

中

国

語

に

お

い

て

動

作

の

開

始

を

表

す

方

向

補

語

に

は

"
上

"
、

"
升

"
、

"
出

"
、

"
出

来

"
、

"
起

来

"
、

"
迂

来

"
、

"
迂

去

"

な

ど

が

あ

る

が

、

そ

の

中

で

最

も

常

用

さ

れ

る
も

の
が

"
起

来

"
、

"
出

"
、

"
出

来

"
で

あ

る

。
前

の

例

文

で
み

る
と

、
①

は

"出

来

"

(所

出
来

了

)
、

②

は

"
迂

来

"

(
明

白

這

来

了

)
、

③

④

は

"
起

来

"

(
下

起

来

了

)

に

相

当

し

て

い
る

。

日

本

語

に

お

い

て

動

作

の

開

始

を

表

す

も

の

に

は

、

一
般

に
は

"
く

る

"

を

用

い
、

"
い
く

"

を

用

い
る
も

の
は

た

い

へ
ん

少

な

い
。
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中
国
語
に
お
い
て
動
作
の
開
始
を
表
す
方
向
補
語
も

"来
"
の
グ
ル
ー

プ
が
多

く
、
"去
"
の
グ
ル
ー
プ
は

"近
去
"

一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

②

動
作
の
変
化
を
表
す

①

私
は
だ
ん
だ
ん
太

っ
て
き
た
。

(我
漸
漸
辟
起
来
了
。
)

私
は
だ
ん
だ
ん
太

っ
て
い
っ
た
。

(我
漸
漸
辟
下
去
了
。
)

②

彼
は
日

一
日
や
せ
て
き
た
。

(他

一
天
比

一
天
痩
起
来
了
。
)

彼
は
日

一
日
や
せ
て
い
っ
た
。

(他

一
天
比

一
天
痩
下
去
了
。
)

③

人
口
は
増
え
て
き
た
。

(人
口
増
加
起
来
了
。
)

人
口
は
増
え
て
い
っ
た
。

(人
口
増
加
下
去
了
。
)

④

人
口
は
減

っ
て
き
た
。

(人
口
減
少
起
来
了
。
)

人
口
は
減

っ
て
い
っ
た
。

(人
口
減
少
下
去
了
。
)

⑤

留
学
生
の
数
は
今
後
も
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(今
后
留
学
生
的
人
数
会
増
加
起
来
是
可
以
想
像
到
的
。
)

留
学
生
の
数
は
今
後
も
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

(今
后
留
学
生
的
人
数
会
増
加
下
去
是
可
以
想
像
到
的
。
)

⑥

室
内
の
空
気
は
汚
れ
て
き
た
。

(房
向
的
空
代
汚
独
起
来
了
。)

室
内
の
空
気
は
汚
れ
て
い
っ
た
。

(房
同
的
空
代
汚
独
下
去
了
。)

⑦

病
気
が
長
引

い
て
ま
す
ま
す
痩
せ
て
き
た
。

(病
的
吋
同
太
長
了

痩
起
来
了
。
)

病
気
が
長
引

い
て
ま
す
ま
す
痩
せ

て
い
っ
た
。

(病
的
吋
同
太
長
了

痩
下
去
了
。
)

⑧

風
邪
で
寝
込
ん
だ
ら
体
重
が
ニ
キ

ロ
軽
く
な

っ
た
。

(感
冒
休
息
了
几
天

体
重
減
軽
了

丙
公
斤
。
)

中
国
語
に
お
い
て
動
作
の
変
化
を
表
す
方

向
補
語
は

"起
"、
"起

来
"、
"上
"、
"下
来
"、
"下
去
"、
"出
"、

"出
来
"
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
中
で
最
も
常
用
さ
れ
る
の
が

"起
来
"、

"下
去
"、
"下
来
"
で

あ
る
。
前
記
の
例
の

"く
る
"
は
中
国
語
の

"起
来
"
に
相
当
し
、

"
い
く
"
は

"下
去
"
あ
る
い
は

"下
来
"

に
相
当
す
る
。
し
か
し

中
国
語
と
日
本
語
は
ま
た
完
全
に
同
じ
で
あ

る
と
も

い
え
ず
、
大
ま

か
に
言
う
と
、
以
下
の
二
点
が
異
な

っ
て
い
る
。

①

方
向
補
語
は
多
く
が
形
容
詞
と
結
び

つ
き
、
動
詞
と
結
び

つ

く
こ
と
が
少
な

い
。
前
の
例

の
日
本
語
中
に
お
け
る
動
詞
は
、

中
国
語
に
中
に
お
い
て
は
す

べ
て
形
容

詞
で
あ
る
。

②

形
容
詞
は

一
般

に

"正

の
側
面
"
と

"負
の
側
面
"
の
二
種

類
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
二
種

の
形
容
詞
と
方
向
補
語
が
組
み
合

わ
さ
れ
る
時
は
、

一
定
の
言
い
回
し
が
あ
り
、
こ
の
正
の
側
面
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を
も

つ
形
容
詞
は

"起
来
"
と
共
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
負
の
側

面
を
も

つ
形
容
詞
は

"下
去
"
あ
る
い
は

"下
来
"
と
共
に
用

い
ら
れ
る
。
"下
去
"
と

"下
来
"
の
区
別
は
話
し
手

の
心
理

的

な
立
場
と
関
係
が
あ
る
と

い
え
る
。

前
述

し
た
例
の
日
本
語
を
中
国
語
に
し
た
場
合
、
負

の
側
面
を
持

つ
形
容

詞

"痩
"、
"減
少
"
な
ど
は

"起
来
"
と
結
び

つ
き
、
"痩

起
来
了

"、
"減
少
起
来
了
"
と
な
り
、
同
様
な
道
理
で
、
正
の
側
面

を
持

つ
形
容
詞

"辟
"
、
"増
加
"
な
ど
は

"下
去
"、
"下
来
"
と
結

び

つ
き
、
"辟
下
去
了
"
、
"
増
加
下
去
了
"
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

文
は
、
中
国
人
が
聞
く
と
、
些
か
耳
慣
れ
な
い
も

の
で
あ
る
の
で
、

一
般

に
は
こ
の
よ
う
に
は
用
い
ら
れ
な

い
。
ま
た
時
に
は
、
"辟
下

去
"、
"
増
加
下
去
"
な
ど
と
も
言
う
が
、
し
か
し
こ
れ
は
既
に
完
成

し
た
動

作
に
用

い
る
の
で
は
な
く
、
大
部
分
が
将
来
ま
た
は
未
だ
出

現
し
な

い
動
作

に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
"祢

現
在
鰺
辟
的
了

再
辟
下
去
可
就
不
得
了
了
!
"
な
ど
で
あ
る
。

③

動
作
の
出
現
あ
る
い
は
消
失
の
過
程
を
表
す

①

困
惑
な
表
情
が
現
わ
れ
て
き
た
。

(表
現
出
根
力
唯
的
祥
子
。
)

②

潜
水
員
が
水
面
に
浮
か
ん
で
き
た
。

(潜
水
員
浮
出
了
水
面
。
)

③

子
猫
が
三
匹
生
ま
れ
て
き
た
。

(生
出
了
三
只
小
猫
。
)

④

財
産
を
失

っ
て
い
っ
た
。

(失
去
了
財
声
。)

⑤

ガ
ス
爆
発
で
二
人
が
死
ん
で
い
っ
た
。

(因
力
煤
『
爆
炸
死
了
丙
介
人
。
)

⑥

金
庫

の
中
の
宝
石
が
消
え
て
い
っ
た
。

(保
険
拒
中
的
宝
石
不
児
了
。
)

⑦

北
の
空
が
少
し
霞
ん
で
い
っ
た
。

(北
迫
的
上
室
出
現
了
彩
色
的
云
霞
。)

中
国
語
に
お
け
る
動
作
の

"出
現
"
を
表
す
方
向
補
語
に
は
"出
"
、

"出
来
"
、
"
上
来
"、
"去
"
な
ど
が
あ
る
。
①

の
日
本
語
は
中
国
語

の

"出
来
"
("表
現
出
来
了
"
あ
る

い
は

"量
露
出
来
了
"
)
に
相

当
し
、
②
は

"出
"
("浮
出
了
水
面
"
あ
る

い
は

"露
出
了
水
面
")

に
相
当
し
、
ま
た
③
は

"出
来
"
に
相
当
す

る
も
の
の
、
中
国
語
で

は
よ
く

"生
下
来
了
"
と
言
わ
れ
る
。

一
方
、
動
作

の
消
失
を
表
す

方
向
補
語
に
は

"下
"、
"下
来
"
、
"下
去
"

が
あ
り
、
④
⑤
は
中
国

語
の

"去
"
に
相
当
し
、
⑥
は

"不
見
了
"

に
相
当
し
、
⑦
は

"上

来
"
("明
上
来
了
"
)
に
相
当
す
る
。

中
国
語
は
叙
述
す
る
時
、
"出
現
"
あ
る

い
は

"消
失
"
の

"
過

程
"
を
と
く
に
強
調
し
な

い
も
の
の
、
実
際

に
は
こ
れ
ら
の

"過
程
"

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω

動
作

の
継
続
を
表
す

①

子
供
が
す
く
す
く
と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

(核
子
苗
壮
成
長
起
来
了
。
)

②

彼
は
小
さ

い
頃
か
ら
田
舎
で
生
活

し
て
き
ま
し
た
。
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③④0⑥0⑧
中
国
語

の
方
向
補
語
が

始
"
と

共
に
置
か
れ
て
、

こ
の
表
現
は
た
い
へ
ん
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
日
本
語
の
よ
う
に
は

っ

き
り
と
要
約
し
た
も
の
で
は
な

い
。
日
本
語
で
は

"過
去
か
ら
現
在

ま
で
"
と

"現
在
か
ら
将
来
ま
で
"
を
は

っ
き
り
と
二
つ
に
区
切

っ

て
言
わ
れ
る
。

中
国
語
に
お
け
る
継
続
を
表
す
方
向
補
語
に
は
、
"起
来
"、
"下

去
"
、
"
下
来
"
が
あ
る
。
"過
去
か
ら
現
在
ま
で
"
を
表
す
時
、
日

本
語
で
は

"く
る
"
が
用

い
ら
れ
、
中
国
語
で
は

"起
来
"
が
用
い

ら
れ
る
。
"現
在
か
ら
将
来
ま
で
"
を
表
す
時
、
日
本
語

で
は

"
い

(他
杁
小
就
在
多
下
生
活
。
)

中
国
経
済
は
順
調
に
発
展
し
て
き
た
。

(中
国
鐘
済
順
利
地
炭
展
起
来
了
。
)

こ
の
数
年
、
日
本

へ
来
る
留
学
生
の
数
が
増
え

て
き
た
。

(最
近
几
年
来
日
本
的
留
学
生
人
数
多
起
来
了
。
)

彼
女
の
語
学
力
は
日

一
日
と
増
し
て
き
た
。

(姑
的
悟
言
能
力

一
天
比

一
天
増
長
起
来
了
。
)

ど
う
に
か
こ
う

に
か
生
活
し
て
い
く
。

(忌
算
可
以
生
活
下
去
了
。
)

留
学
生
の
数
は
今
後
も
増
え
て
い
く
。

(留
学
生
人
数
今
后
逐
要
増
加
下
去
。
)

戦
争
の
間
に
若

い
命
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

(哉
争
期
向
年
軽
的
生
命
陪
鎮
喪
失
了
。
)

"動
作
の
継
続
"
を

い
う
時
、
よ
く

"
升

"
開
始
と
継
続
"
を
表
す
よ
う
に
な
る
。

く
"
が
用

い
ら
れ
、
中
国
語
で
は

"下
去
"
と

"下
来
"
が
用
い
ら

れ
る
。
ま
た

"下
来
"
を
用
い
る
か

"下
去

"
を
用

い
る
か
は
、
話

し
手
に
よ
る
心
理
的
な
立
場
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
日
本
語

の
複
合
動
詞
と
中
国

語
の

"動
詞
+
方
向
補
語
"
は
、
表
現
す
る
意
味
に
お

い
て
は
大
同

小
異
で
あ
る
と

い
え
る
が
、
し
か
し
文
構
造

に
お
い
て
は
根
本
的
な

相
違
が
あ
り
、
そ
れ
は

"復
合
語
"
が

"語
彙
"
で
あ
る
こ
と
で
あ

り
、
"動
詞
+
方
向
補
語
"
が

"
フ
レ
ー
ズ

"
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

"複
合
動
詞
"
は
二
つ
の
動
詞
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
如
何
な
る
時
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は

し

っ
か
り
と
結
び
つ
い

て
お
り
、
分
か

つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
"動

詞
+
方
向
補
語
"
は
そ

れ
と
は
異
な
り
、
動
詞
と
補
語
は
し

っ
か
り
と
結
び

つ
く

の
で
は
な

く
、
両
者
は
緩
や
か
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
中
間
に
は
隙
間
が
あ
り
、

目
的
語
な
ど
そ
の
他
の
成
分
を
挿
入
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
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い
て
和
訳
し
た
。
な
お
、
文
法
用
語
の
翻
訳
に
あ
た

っ
て
は
、
以

下
の
よ
う
な
例
を
も

っ
て
、
な
る
べ
く
平
易
な
語
句
で
訳
し
た
。

ω

赴
所
洞

(場
所
を
表
す
語
、
場
所
詞
)

②

行
力
劫
洞

(行
為
を
表
す
動
詞
、
行
為
動
詞
)、
本
意
劫
伺

(本
来
の
意
味
を
表
す
動
詞
、
本
意
動
詞
)、
移
劫
劫
洞

(動

作
の
移
動
を
表
す
動
詞
、
移
動
動
詞
)、
方
向
劫
洞

(方
向
を

表
す
動
詞
、
方
向
動
詞
)

③

達
劫
句

(連
動
式
文
)

ω

正
面
形
容
洞

(正
の
側
面
を
持
つ
形
容
詞
)、
負
面
形
容
洞

(負
の
側
面
を
持
つ
形
容
詞
)

⑤

筒
単
趙
向
朴
悟

(単
純
方
向
補
語
)、
夏
合
趙
向
朴
悟

(複

合
方
向
補
語
)
、
劫
超
式

(動
詞
+
方
向
補
語
)

⑥

短
悟

(フ
レ
ー
ズ
)、
介
洞
短
悟

(介
詞
構
造
、
介
詞
+
目

的
語
)

(邦
訳

藤
森

猛
)
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